
報告事項オ 
 
 
  熱中症対策の取組について 
 
 
 
熱中症対策への取組状況について、別紙のとおり報告します。 
 
 
 
 
 
 
  令和元年６月２５日 
 
 
 

鳥取県教育委員会委員長 山 本 仁 志 



熱中症対策の取組について
令和元年６月２５日

体育保健課

、 、本年度も最高気温が３０度を超える日があり ５月としては異例の暑さとなり

県内でも、学校教育活動中に熱中症により体調不良を訴え、救急搬送される事案

が発生した。県内各学校で熱中症により救急搬送された事案数と県教育委員会の

熱中症事故の防止に係る取組について、以下のとおりまとめた。
１ 県内児童生徒の熱中症による救急搬送人数

学校での教育活動中の人数（４月２９日～５月３１日）

東部 中部 西部 計

小学校 0 0 0 0

中学校 0 0 0 0

高等学校 2 1 3 6

特別支援学校 0 0 0 0

計 ６ 名計 2 1 3 6

※義務教育学校は小学校中学校の当該学年に含む。
体育学習中１、県高等学校体育大会４、中国高等学校軟式野球大会１）（内訳 ・軽度６件（）

２ 熱中症事故の防止に係る取組

（１）普通教室における空調（冷房）設備設置状況（平成３０年９月１日現在）

設置率 （現状等）

小学校 24.8% 空調整備については、国のブロック塀・冷

中学校 39.8% 房設備対応臨時特例交付金を活用し、整備が

高等学校 100.0% 進められており、当該交付金の活用により、

特別支援学校 100.0% 今年度中には、基本的に全ての普通教室へ空

調が整備される予定。（※義務教育学校は小学校中学校の当該学年に含）

（２）県教育委員会
①熱中症対策会議開催（5/20）

・熱中症対策に係る注意喚起を行う・近日中に県熱中症対策会議を開催する

②緊急事務連絡として各市町村及び各学校への注意喚起及び関係資料提供

（ ）（ ）5/20 資料１

③文科省通知文書を受け、各市町村及び各学校への注意喚起及び関係資料提供

（ ）5/30

④熱中症事故防止に係る対策会議開催（6/6 （資料２））
～関係機関からの意見等～

・中学校、高等学校は、小学校より特別教室で授業を行うことが多い。普通教室へ

の空調設備設置後、特別教室への空調設備設置も進めていただきたい。

（中学校長会）

・テレビで熱中症情報を流すなど、県全体として熱中症防止に係る取組を考えてい

ただきたい （町村教育長会）。

※会議で出た学校及び関係団体等の取組を各学校等に周知し、熱中症対策の参考に

してもらう。

⑤環境省熱中症関連普及啓発資料を各市町村及び県立学校へ送付（6/12）
・熱中症環境保健マニュアル２０１８

・夏季のイベントにおける熱中症対策ガイドライン２０１９

・熱中症予防リーフレット ・熱中症予防強化月間ポスター ・熱中症予防カード
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熱中症事故防止に係る対策会議 会議概要 

 

令和元年６月６日 午前１０時から午前１１時まで 

県庁議会棟３階 特別会議室 

【参加者】 

・市町村教育委員会：都市教育長会、町村教育長会 

・学校関係：県小学校長会、県中学校長会、県高等学校長協会 

・体育連盟等：県小学校体育連盟、県中学校体育連盟、高等学校体育連盟、高等学校

野球連盟、県体育協会、県小学校スポーツ少年団 

・県：地域振興部スポーツ課 

・県教委：次長、体育保健課 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ（森田次長） 
 

３ 議 題 

（１）県内児童生徒の熱中症による救急搬送の状況等 

（２）各機関の取組状況 

 ①都市教育長会 

・短縮授業、給食後の下校、朝運動の中止等学校の適切な判断をするよう指示。 

  ・部活動については、涼しい時間帯に行う、経口補水液の準備。 

  ・暑さ指数を目安とし「運動の中止」も考えている。 

②町村教育長会 

  ・冷房設置は進んでいない。 

  ・ＷＢＧＴ（湿球黒球温度）測定器は高価なので、体育館等に簡易版を設置してい

る。 

  ・体育学習中の帽子について、後頭部側に布がついたものへの変更も考えている。  

③小学校長会 

  ・鳥取市内の学校の多くは、夏までに冷房設置が完了しない状況。 

  ・水分補給について、お茶以外にスポーツドリンクも持参させている学校もある。 

④中学校長会 ※中体連会長が欠席のため、中体連の取組についても紹介。 

 ・山口県では暑さ対策の取組に係る経費として生徒から５００円徴収している。 

 ・規則正しい生活習慣の周知徹底が必要と考える。 

 ・各中学校における運動部活動対応方針にも熱中症対策について明記している。 

 ・授業中の水分補給は「スポーツドリンクも可」としている。 

資料２ 
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 ⑤高等学校長協会 

  ・特別教室で授業を行うこともあり、特別教室の冷房設置を要望中。 

  ・ＷＢＧＴ測定器を活用している。 

 ⑥小学校体育連盟 

  ・本年度の県小学校水泳大会は実施するが、次年度以降は検討中。 

 ⑦高等学校体育連盟 

  ・「迷わず救急車を呼ぶ」「応援に来ている生徒への配慮・対応」を強調し指示。 

 ⑧野球連盟 

  ・準決勝、決勝の前は休養日とし、特に決勝戦は、試合開始を午前に変更。 

  ・応援席にテントを設置できないかどうか検討しているところ。 

  ⑨体育協会 

   ・県内６施設にＷＢＧＴ測定器を設置し、施設利用者に注意喚起を行っている。 

   ・小・中・高校生の様々な大会での施設利用については減免措置を行っている。 

 ⑩スポーツ少年団 

・市町村と連携を取り総合型地域スポーツ団体への配慮、注意喚起を行いたい。 

  ⑪スポーツ課 

   ・体育協会と同様に、競技団体へ注意喚起を行っている。 

（３）今後の取組 

  ・地域のスポーツ団体へ熱中症に係る注意喚起が届いているのか、届いていないのか

確認できない状況。（スポーツ少年団） 

  ・スポーツドリンクを持ってこさせる場合は、期間限定にしたり、薄めさせたりして

いる。（中学校長会） 

  ・鳥取市の場合、本年度中に冷房設備の完備を目指し計画的に作業している。ただ、

保護者等は今年の夏までにはすべての学校に冷房設備が完備されると思っているの

で、様々な機会を捉え説明する予定。（都市教育長会） 

・中学校、高校は、特別教室で授業を行うことが小学校より多く、普通教室への冷房

設置が完了後、特別教室の冷房設置をお願いしたい。（中学校長会） 

～その他～ 

・テレビで熱中症情報を流すなど県全体として考えていただきたい。（町村教育長会） 

 

４ 閉 会 


